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The Influences of University Student’s Ideas about Being Employed
 upon Their Behaviors of Learning

Kayo Nishimoto

Abstract: In recent years, the learning-supports for university students like “First Year 
Experience” gains ground.　However, students’ behaviors of learning have not been 
examined well.　To advance learning-support systems the behaviors have to be clarified in 
more detail.　Therefore, in this paper, students’ behaviors of learning will be discussed by 
the survey to them, and how students’ ideas for their future work influence upon their 
behaviors of learning will be examined.　The result of factor analysis shows that students’
behaviors of learning are composed by three factors; “Laziness”, “Class Oriented” and 
“Earnest”.　“Laziness” is a type of students who neglects classes.　“Class Oriented” is a 
type of students who have positive ideas for classes.　“Earnest” is a type of students who 
study seriously.　These three factors are influenced by their ideas for future work; “Class 
Oriented” and “Earnest” have clear vision for their future jobs.　On the other hand, 
“Laziness” doesn’t have clear vision for their future jobs after their graduates.　As a result, 
whether students have visions about future jobs or not, effects their activities for the 
studies in their university life.
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１．はじめに

　本研究の目的は，大学生の就職意識が，彼らの学習
行動にどのような影響を与えているのか明らかにする
ことである。近年，大学における学習支援の高まりが
著しい。初年次教育や補習教育を実施する大学は増加
し，その取り組み自体も当然視されつつある。大学の
役割として，学生に対する学習支援が必要であるとい
う考えが定着してきたといえるだろう。
　しかし，学習支援の必要性が認められる一方，支援
の対象となる大学生の学習行動について，これまで十
分に分析されてこなかった。例えば，近年，大学生の

「まじめ」化が指摘される。武内によれば，最近の大
学生は「勉強志向」や「まじめ」化傾向を強めている
という（武内編 2003，2005など）。だが，こうした真

面目さが，いかに規定されているかという点について
は十分に踏み込んだ分析がなされていないのである。
　学習の取り組み方や，学習に対する考え方といった
学習行動は，一体何によって規定されているのだろう
か。これらに影響を与える要因としては，サークルや
アルバイト，友人関係など様々なものが考えられる。
しかし，本研究では，それらの中でも，まず，特に学
習行動に大きな影響を与えていると考えられる就職意
識に焦点を絞る。
　今や大学は，「教育の最終段階として，社会と学校
を繋ぎ合わせる」役割を持つと認識されている（山田  
2007，22頁）。卒業後の就職は，大学生にとって大き
な関心事であり，大学生活は，就職するための準備期
間として大きく既定されているのである。
　就職と大学の学習との関係については，これまでも，
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数多くの研究が蓄積されてきた。それらの多くは，大
学在学時の学習が就職やその後の出世に与える効果を
分析したものや，就職活動中の学生や就職後の卒業生
の大学教育へ対する評価を明らかにするものである。
　まず，大学在学時の学習の効果を分析した研究から
みてみよう。苅谷ら（2006）では，12大学の四年生に
質問紙調査を実施し，大学成績がよかった者は，大企
業に内定する確率が高かったという結果を示してい 
る1）。また，松繁編（2004）では，大学時代の教育が
初職の獲得にプラスの効果を与え，役員への昇進に大
学での成績が正の効果を持つことが明らかにされてい
る。
　他方，就職活動中の学生の大学教育へ対する評価を
明らかにした研究としては，安田（1999）が挙げられ
る。彼女は，都内私立大学の四年生にアンケート調査
を実施し，就職活動後，男子学生は授業の成績が役に
立たなかったと評価していることを明らかにした。ま
た，小方（1998）は，卒業生を対象にした調査から，
在学中の勉強に対する満足度がきわめて低いこと，そ
して，その背景として，将来の職業ビジョンの曖昧さ
という学習者サイドの問題と共に，職場での知識・技
能要求と大学教育が乖離していることを指摘した。
　このように，大学生の学習と就職との関連は，これ
までも様々な方面から明らかにされている。しかし，
それらは，大学在学時の学習が就職やその後の出世に
与える効果を分析したものや，就職活動中の学生や就
職後の卒業生による大学教育の評価を明らかにするも
のである。これまで，在学生の就職意識と学習行動と
の関連は，十分に分析されてこなかったといえよう。
　そうした中，在学生の学習行動と就職意識とを結び
つけて分析した研究として山田（2007）が挙げられる。
山田（2007）は，中国地方の国公私立大学の学生を対
象としたアンケート調査を行い，企業が採用を決定す
る際に資格や大学での成績を重視すると考える大学生
が多いこと，就職後に出世する学生のタイプとして資
格取得や大学の勉強に熱心なタイプを想定する学生が
多いことなどを指摘した。これらの結果から，山田

（2007）は，「大学の授業で職業に役立つ知識と技術を
学び，その過程で資格を取得することで，就職活動，
ひいては就職後のキャリアを有利に進めることが可能
になる」（22頁）という考えが流布することが，現在
の学生の「まじめ」な学習行動に影響を与えていると
説明する。
　確かに，こうした指摘は，大学生の学習行動と就職
意識との関係を明らかにする上で有用である。しかし，
山田（2007）では，学生が一枚岩として捉えられがち
である。そこでは，大学生にも様々なタイプがあると
いうことが十分に考慮されていない。
　だが，大学生の多様性は考慮されて然るべきだろ
う。有効な学習支援を実施する場合，個々の学生の姿
ができるだけ想定しなければならないからである。そ
こで，本研究では，大学生の多様な学習行動に着目し，
まず，それらがどのようなタイプに分けられるのか検
討する。その上で，就職意識が，彼らの学習行動にど
のような影響を与えているのか明らかにする。

２．研究の枠組み

　本研究で分析に用いたのは，2002年に四国Ａ県の大
学の学生を対象に行ったアンケート調査の結果であ
る。表１は，調査対象者の簡単な属性を示したもので
ある。
　分析対象としたのは，Ａ県の国立大学１校と私立大
学３校の学生である。国立Ａ大学では，教職課程や教
養科目などの授業を利用し，605名から回答を得た。
私立Ｂ大学は，１年生と３年生を対象とし，全学にお
いて調査を実施した。その結果，両学年のほとんどで
ある1,300名の回答を得ることができた。また， 私立Ｃ
大学は75名，私立Ｄ大学短大部は55名の回答を得た。
　なお，本研究で分析した調査結果は，すでに，藤井
泰・山田浩之編『地方都市における学生文化の形成過
程』（松山大学地域研究センター叢書 第３巻）2005年，
において分析されている。本研究では，同様のデータ
を用いて再分析を行った。

表１　調査対象者の属性
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３．分　析

3．1　大学生の学習行動
　まず，現在の大学生は，大学での学習に対してどの
ような考えを持ち，どのように行動しているのだろう
か，彼らの学習行動についてみてみよう。表２は，大
学生の学習に対する考えを明らかにすることを目的と
して作成された20の質問と回答である。
　これらの質問項目に対する答えからは，大学生の学
習行動が多様な特徴をもっていることがうかがえる。
まず，特徴として挙げられるのは，授業に対する積極
性である。例えば，「授業はできるだけ休まないよう
にしている」に「とてもあてはまる」と答えている者
は，43.9％で，「少しあてはまる」をあわせると74.4％
にのぼる。また同様に，「大学の授業では専門的知識
を得られると思う」は67.6％，「きちんとノートを取
りながら授業を聞いている」は64.8%，「成績はできる
だけＡ（優）を取ろうとしている」は61.8％の学生が
肯定的な意見を示している。これらの結果からは，大
学の授業に対して肯定的な評価をし，積極的に授業に
臨んでいる学生の姿をうかがうことができる。
　しかしながら，大学生の受講態度は積極的とばかり
はいえないようである。「授業の内容について質問す
ることがある」に「全くあてはまらない」と答えた者
は34.2% で，「あまりあてはまらない」の31.1％とあわ
せると，６割を超えていた。また，「ゼミや研究室の

授業ではよく質問する」では「全くあてはまらない」
が25.2%，「あまりあてはまらない」が28.9% となって
いた。ここから，授業に参加しているものの，必ずし
も積極的に行動していないことがわかる。
　さらに，他の項目をみてみると，授業中に授業と関
係ないことする学生が多いこともわかる。「授業中，
他のことを考えていることが多い」に「とてもあては
まる」と答えた者は12.7%，「少しあてはまる」は
45.4％となっている。また，「授業中に携帯電話でメー
ルの読み書きをする」は，「とてもあてはまる」が
13.2%，「少しあてはまる」が42.9％であり，さらには「授
業中によく居眠りをする」では，「とてもあてはまる」
が10.0%，「少しあてはまる」が34.0% となっている。
これら授業に対しての消極的な行動を聞く項目につい
て，「とてもあてはまる」と答える者の数はそれほど
多くないものの，「少しあてはまる」と答える者は多
い。ここから，授業に参加してはいるが，必ずしも集
中していない学生の姿がみえてくる。
　これらの結果をまとめると，現在の大学生の学習行
動に様々な特徴があることがうかがえる。そこで次に，
大学生の学習行動に関する意識の構造を検討しよう。
　表３は，大学生の学習行動に関する質問項目を用い，
因子分析をおこなった結果を示したものである。ここ
から，３つの因子が抽出された2）。
　第一因子は，「授業中，授業に関係のない本を読ん
だり，他の勉強をしたりすることが多い」や「授業中

表２　大学生の学習行動
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に携帯電話でメールの読み書きをする」など，授業に
集中していないことを示す項目から構成されている。
そのため，【さぼり志向】と命名した。第二因子には，

「大学の授業では幅広い知識を得られると思う」「大学
の授業では専門的知識を得られると思う」など，授業
を肯定的に評価する項目が含まれている。そのため，

【授業肯定】と命名した。また，第三因子は，「成績は
できるだけＡ（優）を取ろうとしている」「授業はで
きるだけ休まないようにしている」など授業に対して
まじめに取り組む項目から構成されている。そのため，

【まじめ志向】と命名した。
3．2　学習行動と就職に関する考えとの関係
　以下では，先の因子分析で得られた三つの因子につ
いて，それらが，大学生の就職意識とどのような関係
にあるのかを分析する。
　まず，大学生の就職に関する考えとの関係をみてみ
よう。表４は，就職意識を示す項目ごとに分散分析を
行い，平均値の差を検定した結果を示したものである。
　これらの結果から，大学生の就職に関する考えは，
因子ごとに異なっていることが明らかになった。まず，

【さぼり志向】からみてみよう。【さぼり志向】は，「就
職しても機会があれば退職，転職したい」「就職後は
仕事よりも私生活を大切にしたい」「すでに就職した
い企業や職種がある」「自分の専攻領域を生かせる職
種に就職したい」「大学での勉強は就職に役立つと思

う」などの項目で有意となっていた。つまり，【さぼ
り志向】は，就職したい職種が決まっておらず，就職
において大学での勉強の有用性を感じていない。また，
就職に際して自分の専攻領域にこだわりがなく退職・
転職もいとわないと考えている。
　ここから，次のことがいえるだろう。【さぼり志向】
は，就職において職種，専攻領域においてこだわりが
ない。そのため，大学での勉強を就職との関連で位置
づけることができず，その有用性を見出すことができ
ないのである。
　他方，【授業肯定】については，「すでに就職したい
企業や職種がある」「自分の専攻領域を生かせる職種
に就職したい」「大学での勉強は就職に役立つと思う」

「仕事が自分にあわなければすぐに転職したい」など
の項目で有意となっていた。具体的には，【授業肯定】
は，就職したい職種が決まっており，就職において大
学での勉強の有用性を感じている。また，就職に際し
て自分の専攻領域にこだわりがあり，退職・転職に否
定的である。
　一方，【まじめ志向】は，「すでに就職したい企業や
職種がある」「就職後は転勤せずに同じ地域にとどま
りたい」「フリーターになると将来性を失うと思う」「自
分の専攻領域を生かせる職種に就職したい」「大学で
の勉強は就職に役立つと思う」「就職しても機会があ
れば退職，転職したい」で有意となっていた。つまり，

表３　学習行動に関する質問項目の因子構造
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【まじめ志向】は，就職したい職種が決まっており，
就職において大学での勉強の有用性を感じている。ま
た，就職に際して自分の専攻領域にこだわりがあり，
退職・転職に否定的である。さらには，フリーターに
否定的な考えを持ち，就職後の転勤を嫌がってもいる。
　これら【授業肯定】と【まじめ志向】の結果からは，
それらが同様の特徴をもっていることがわかる。具体
的には，就職したい職種が決まっており，就職におい
て大学での勉強の有用性を感じていること，また，就
職に際して自分の専攻領域にこだわりがあり，退職・
転職に否定的なことである。
　ここから次のことが指摘できる。【授業肯定】と【ま
じめ志向】は，専攻領域を生かした，希望する職種が
ある。そのため，就職との関連で大学での勉強を位置
づけることができ，その有用性を感じる。また，職へ
のこだわりがあるため，退職・転職に否定的である。
　なお，これらの特徴は，先にみた【さぼり志向】の
特徴と対極にある。そのため，これらの特徴は，大学

生の学習行動が肯定的か否かを決める際に，大きな影
響を与えていると考えられる。
　他方，【授業肯定】と【まじめ志向】で異なってい
る結果にも着目しよう。先の結果からは，【まじめ志向】
だけ，フリーターに否定的な考えを持ち，就職後の転
勤を嫌がるという特徴があることも明らかになった。
ここから，【まじめ志向】は，【授業肯定】と類似の考
えを持ちながらも，より安定性を求め，保守的な思考
をするといえるだろう。
　以上をまとめると，大学生の就職に関する考えにつ
いて次の三点を指摘できる。第一に，【さぼり志向】は，
就職において職種，専攻領域においてこだわりがな
い。そのため，大学での勉強を就職との関連で位置づ
けることができず，その有用性を見出すことができな
い。第二に，その反対に，【授業肯定】と【まじめ志向】
は，専攻領域を生かした，希望する職種がある。その
ため，就職との関連で大学での勉強を位置づけること
ができ，その有用性を感じている。第三に，【まじめ

表４　就職に関する考え方による因子得点の平均値の差

注：*** は P ＜0.001，** は P ＜0.01，* は P ＜0.05。以下，同様に表記。
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志向】は，【授業肯定】に比べ，就職に対して，より
安定性を求め，保守的な思考をもっている。
3．3　学習行動と就職する際の希望条件との関係
　先にみた，就職に関する考えは，因子ごとに特徴を
持つことがわかった。それらの特徴の違いをさらに明
確にするために，次に学習行動と就職する際の希望条
件との関係をみてみよう。表5は，大学生が就職する
際に重視する条件ごとに分散分析を行い，平均値の差
を検定した結果を示したものである。
　これらの結果からは，大学生が就職する際に重視す
る条件が，因子ごとに大きく異なっていることがわ
かった。まず，【さぼり志向】からみてみよう。【さぼ
り志向】は，「給料」「休日の多さ」「残業の少なさ」「福
利厚生」で有意になっている。すなわち，【さぼり志向】
は，就職に際して，それらの項目を重視している。こ
こから，【さぼり志向】は，就職する際に，給料や仕
事量の少なさといった待遇を重視するといえる。
　【授業肯定】は，「仕事のやりがい」「結婚後や出産
後も働けること」「休日の多さ」「残業の少なさ」で有
意になっている。具体的には，仕事のやりがいや結婚・
出産後に働けることを重視し，休日の多さや残業の少
なさは重視しない。ここから，【授業肯定】は，仕事
を中心に人生設計をしていることがうかがえる。
　他方，【まじめ志向】は，「福利厚生」「安定性」「結
婚後や出産後も働けること」「休日の多さ」で有意に
なっている。具体的には，就職に際して，福利厚生や
安定性，結婚・出産後に働けることを重視し，休日の
多さは重視していないのである。この結果から，【ま
じめ志向】は，三つのタイプの中で，最も就職におい
て，堅実さを重視しているといえるだろう。
　以上をまとめると，次の三点が指摘できる。第一に，

【さぼり志向】は，就職する際に，給料や仕事量の少
なさといった待遇を重視する。第二に，【授業肯定】は，
仕事量の少なさよりもやりがいや結婚・出産後に働け

ることを重視する。第三に，【まじめ志向】は，就職
において堅実さを重視する。
3．4　学習行動と予想採用条件との関係
　先に，学生が就職に際して求める条件が，因子ごと
に大きく異なっていることをみてきた。では，逆に，
就職に際して学生は何を求められていると考えている
のだろうか。ここでは，企業が採用を決定する際に大
きな影響を与えると学生が考える項目についてみてみ
よう。表6は，企業が採用の際に重視すると考えられ
る項目ごとに分散分析を行い，平均値の差を検定した
結果を示したものである。
　これらの結果からは，企業が採用を決定する際に重
視すると考えられる項目は，【さぼり志向】と【授業
肯定】【まじめ志向】との間で相違があることが明ら
かになった。まず，【さぼり志向】からみてみよう。
　【さぼり志向】は，「大学の名前」「コネ」「人格」で
有意になっている。つまり，【さぼり志向】は，企業
が採用の際に，大学の名前とコネを重視し，人格は重
視されないと考えているのである。この結果から，【さ
ぼり志向】は，企業の採用において，大学の名前やコ
ネといった現在の自分の努力では変えにくいものが重
視されると考えているといえる。
　一方【授業肯定】は，「大学での成績」「人格」「大
学の名前」「コネ」で有意になっている。つまり，【授
業肯定】は，企業が採用の際に，大学での成績と人格
を重視し，大学の名前やコネは重視されないと考えて
いるのである。
　この【授業肯定】の結果は，【まじめ志向】の結果
と類似している。【まじめ志向】は，「大学での成績」「人
格」「コネ」で有意，すなわち，大学の成績と人格が
重視され，コネは重視されないと考えている。【授業
肯定】が「大学の名前」を重視しているという違いは
あるものの，それ以外については，【授業肯定】と【ま
じめ志向】は，採用の際に企業が同様の項目を重視，

表５　就職する際に重視する条件による因子得点の平均値の差
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もしくは重視しないと考えていた。具体的には，【授
業肯定】と【まじめ志向】は，大学での成績や人格と
いう，現在の努力で変化可能なものが企業の採用にお
いて重視されると考えているのである。
　以上，学習行動と予想採用条件との関係についてみ
てきた。ここから次の二点が指摘できる。第一に，【さ
ぼり志向】は，企業の採用において，大学の名前やコ
ネといった現在の自分の努力では変えにくいものが重
視されると考えている。第二に，【授業肯定】と【ま
じめ志向】は，大学での成績や人格という，現在の努
力で変化可能なものが企業の採用において重視される
と考えている。
　では，就職した後についての考えは因子ごとに異
なっているのだろうか。最後に，出世すると予想され
る学生のタイプと学習行動との関係について見てみよ
う。
3．5　学習行動と出世する学生の予想タイプとの関係
　企業に入ったら出世すると予想される学生のタイプ
を聞いた後，その解答をもとに分散分析を行い，平均
値の差を検定した。その結果からは，因子ごとに，出
世すると予想するタイプの学生が異なることが明らか
になった。
　【さぼり志向】は，「読書に熱心」「大学の勉強に熱心」
で有意になった。すなわち，【さぼり志向】は，読書
や大学の勉強に熱心な学生は出世しないと考えてい
る。ここから，【さぼり志向】は，出世において大学
の勉強の価値を見出していないこと，また，読書とい
う教養的な要素が出世に影響しないと考えていること
がわかる。
　一方，【授業肯定】は，「文系サークルに熱心」「趣
味に熱心」「大学の勉強に熱心」で有意であった。つ
まり，文系サークルや趣味，大学の勉強に熱心な学生
が出世すると考えている。ここから【授業肯定】は，
出世において大学の勉強の価値を見出していること，
また，趣味といった得意な分野を持つことが出世に積

極的な影響を持つと考えていることがわかる。
　他方，【まじめ志向】は「友人との交際に熱心」「資
格取得に熱心」「大学の勉強に熱心」で有意であった。
具体的には，友人との交際や資格取得，大学の勉強に
熱心な学生が出世すると考えている。ここから，【ま
じめ志向】は，出世において大学の勉強や資格の価値
を見出していること，また，友人との交際という対人
関係能力に重きを置いていることがわかる。
　以上の結果から，企業に入ったら出世すると予想さ
れる学生のタイプと学習行動との関連について次の二
点が指摘できる。第一に，【さぼり志向】が出世にお
いて大学の勉強の価値を見出していないのに対し，【授
業肯定】【まじめ志向】は大学の勉強の価値を見出し
ている。第二に，【授業肯定】は趣味といった得意な
分野を持つこと，【まじめ志向】は資格や対人関係能
力がそれぞれ出世に有利だと考えている。

４．おわりに

　以上，大学生の学習行動に及ぼす就職意識の影響に
ついて検討してきた。これまでの分析結果をまとめる
と次のようになる。
①�大学生の学習行動を構成する因子として，【さぼり

志向】，【授業肯定】，【まじめ志向】が抽出された。
②�【さぼり志向】は，就職において職種，専攻領域に

おいてこだわりがなく，大学での勉強の有用性を見
出すことができない。その一方で，【授業肯定】と【ま
じめ志向】は，専攻領域を生かした，希望する職種
があり，大学での勉強の有用性を感じている。

③�企業の採用において，【さぼり志向】は大学の成績
を重視しないのに対し，【授業肯定】と【まじめ志向】
は，大学での成績が重視されると考える。

④�出世において，【さぼり志向】が大学の勉強の価値
を見出していないのに対し，【授業肯定】【まじめ志
向】は大学の勉強の価値を見出している。

表６　企業が採用の際に重視すると考えられる条件による因子得点の平均値の差
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　これらの結果から，大学生の学習行動との関係につ
いて考察しよう。【さぼり志向】を授業に消極的な学
習のタイプ，【授業肯定】【まじめ志向】を授業に積極
的な学生のタイプとして捉えれば，希望する職種の有
無が，大学生の学習行動に大きく影響を与えているこ
とがわかる。
　希望する職種が決まっている学生は，現在大学で受
講している授業を，将来就きたい職種と関連して位置
づけることができる。そのため，大学の授業にも積極
的に取り組む。一方，希望する職種が決まっていない
学生は，現在大学で受講している授業の意味を，将来
就きたい職業との関連で把握することができない。そ
のため，大学の授業に積極的に取り組むことができな
いと考えられる。
　また，これらの大学生の学習行動の違いは，大学生
が，希望する職種を自分の専攻領域と関連づけられる
か否かにもかかっている。先に，授業を肯定的に評価
する学生・授業をまじめに受ける学生は，希望する職
種を自分の専攻領域と関連して選択しているため，就
職の際に，専攻領域を生かせることを重視する傾向に
あると指摘した。おそらく彼らは，専攻領域と関連し
て職種を選択しているため，専攻領域に関わって決定
された授業に対して，就職に役立つと判断し，熱心に
取り組むことができる。他方，就職したい職種が決まっ
ていない，もしくは専攻領域と関係ない希望する職種
を選んだ学生は，専攻領域に関わって決定された授業
に対して，就職に役立つとは判断できず，熱心に取り
組むことができないと考えられる。
　以上から，自らの専攻領域と関連づけて就職したい
職種を決めている大学生は，大学の授業に熱心に取り
組む。他方，就職したい職種を決めていない，あるい
は専攻領域と関連づけて就職したい職種を決めていな
い大学は，大学の授業に積極的に取り組むことができ
ない傾向にあると考えられる。
　最後に仮説的ではあるが，本研究で得られた知見か
ら，学生支援の一環であるキャリア教育について考察
したい。本研究の結果は，一見，近年重視されている
キャリア教育の有効性を後押しするものとなってい
る。早期の進路決定は，その後の意欲的な学習につな
がると示しているからである。しかし，それは，単に，

「将来の夢を早く決めなければいけない」という現在
のキャリア教育のあり方が浸透した結果としてみるこ

ともできる。真面目な学生ほど，そのあり方を内面化
して，早期に進路を決定，将来に向けて努力している
と考えられるからである。だが，進路を迷うことや修
正することが否定されがちな雰囲気の中で，彼らは適
切な進路選択をしているのだろうか。また，未だに進
路を決定できずにいる学生は，過剰なプレッシャーを
感じていないかなど，そこで検討すべき問題は残され
ている。今後，それらに取り組み，さらに充実したキャ
リア教育，学生支援へとつなげていく必要があるだろ
う。それらの点については，今後の課題としたい。

【注】

１）苅谷ら（2006）では，大学成績と内定との関係を
指摘しているものの，同時に大学成績が他の代理変
数になっていないかどうか吟味する必要があると補
足している。

２）因子の命名については，同様の質問項目を用いた
アンケートを実施した葛城（2007）を参考にした。
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